
事業別予算概要 一般会計

以下は予算要求時の内容

多様な媒体を活用して行政情報の公表、公開、提供を行い、情報公開日本一を目指します。

広報広聴活動の充実（議会広報紙発行回数の増、市民意見交換会開催に係る経費）、委員会活動の充実（参考人
招致や現地視察に係る経費）、議員活動の充実（議員研修に係る経費）
政務調査費の削減（議員12人減による）

要求額増減理由

・委員会での審査や調査時に、参考人からの意見聴取や現地調査を積極的に行うなど、委員会活動を充実強
　化するとともに、決算審査の時期を早め、審査結果を予算に反映させることなどによって、議会の監視・評価
　機能及び政策立案機能の強化が図られ、より質の高い政策の立案と執行への取り組みが期待できる。

成果

・議会広報紙の発行や市民意見交換会の開催など広報広聴活動の充実強化により、議会活動の透明性の向
　上と、市民の声を反映させた政策の実現が期待できる。

市民意見交換会参加者数（人） 0 2,000 2,000

委員会の開催回数（回） 77 80 80

・委員会及び議員による市政についての調査研究、政策立案

・全国市議会議長会など各種団体との交流

計画・実績・見込

・広報広聴活動（議会広報紙の発行、市民意見交換会の開催など）の実施

H21実績 H22見込 H23計画

事業概要

・地方分権が進展する中、自己決定、自己責任による自治体経営が求められており、委員会活動等の充実に
　よる議会の監視・評価機能及び政策立案機能の強化が必要となっている。

・議員数の減少によって、地域の声が市政に届きにくくなるのではないかという不安があること、また、議会の
　活動が良く分からないという市民の声があるため、議会の広報広聴活動の充実強化が必要となっている。

７　構想の着実な推進をめざして

（２）　行財政運営

ソフト

議会運営事業

②　行政能力の向上

　広大な市域におけるまちづくりの責任ある意思決定機関として、市民の負託に応えるべく、議員相互の議論を深め
て合意形成を図り、わかりやすく開かれた議会をつくる。

構想の推進

行財政運営

（１）　簡素で効率的な行政運営を行う

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

事業の目的 ①総合計画

0 0 0

6,428

0 0 0

28,009 28,00933,189一般財源

0 0 0

要求に対し積算内容を精査
議員定数３６人→２４人に削減するものの、
議会広報紙発行回数２回→４回へ増やすため
前年予算に対し増

28,009 財務部査定どおり

0 0

財源内訳

0

26,761

起債

H23要求額 増減H22当初予算額 市長査定額 査定の考え方

26,761 33,189 6,428 28,009

議会費

継続 拡大 縮小

議会費 目 11

財務部査定額 査定の考え方

新規

予算要求課 議会事務局 内線　　　２５１２　　 金額の単位は、千円

事業名 11100 議員活動事業

款 1 議会費 項

○

その他

11

議会の開催状況をリアルタイムに公開できるよう、議会と相談します。

実施方針

　今後の方向性

コスト 成果

④市長の約束

事業費（人件費除く）

歳出

国庫支出金

県支出金

③事業評価

事業名

評価区分

コスト・成果ポ
ジション



事業別予算概要 一般会計

以下は予算要求時の内容

縮小

事業名 11105 議会関係事務費

内線　　　２５１２　　 金額の単位は、千円

議会費 項

予算要求課 議会事務局

議会費1 議会費 目

○

1款 1

新規 継続 拡大

財務部査定額 査定の考え方 市長査定額 査定の考え方H23要求額 増減

0

8,360

6,160 5,988 △ 172 8,360 議員活動充実のためのCATV番組制作委託料（議
会、委員会等の中継・録画放送）の増

8,360 財務部査定どおり

0 0

財源内訳

6,160 5,988 △ 172

0 0

0 0 0

0

0 0

0

8,360

行財政運営

（１）　簡素で効率的な行政運営を行う

②　行政能力の向上

事業実施の課題 ②実施計画・中期財政計画

事業の目的 ①総合計画

議員活動の支援、会議録の作成など円滑な議会運営

構想の推進

事業概要

・平成２３年４月の選挙後の議会の新体制整備に係る事務の適切な執行
・議会の監視・評価活動、政策立案活動を支援するための職員の情報分析力や立法事務能力の向上
・議会改革に伴う新たな取り組みに対応するための情報収集とノウハウの蓄積

ソフト

７　構想の着実な推進をめざして

（２）　行財政運営

議会運営事業

③事業評価

H21実績

実施方針

・議会運営等についての情報収集、調査研究

・会議録の作成

・行政視察受入れ

計画・実績・見込 H22見込 H23計画

・議会の審査や調査内容の公開

・適正かつ柔軟な議会運営

成果

H22当初予算額

・高山市政のＰＲ

要求額増減理由

事業名

評価区分

コスト・成果ポ
ジション

コスト 成果

④市長の約束

職員研修の充実、改選に伴う物品の作成による増

行政視察団体の市内案内取止めによる減

事業費（人件費除く）

歳出

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源

　今後の方向性


